
シンガポール憲法65条4項は、国会議員の任
期を、選挙後の会期開始から最大5年と定めてお
り、任期満了までに国会を解散し選挙を実施しな
くてはならない。国会の解散は、首相の助言の
下、大統領が行う（同条3項）。投票日は、解散後
3ヵ月以内と規定されている（憲法66条）。2020
年総選挙では、国会解散が6月23日、立候補届
出日が6月30日、投票日が7月10日であった。
　総選挙のスケジュールを具体的に決めるの
は、事実上首相の専権事項である。前回総選挙
（2015年9月11日実施）後の会期（第13国会）

　(1)で述べたように、国会解散・投票の具体的
な日程は首相の判断により決まるため、解散直
前にならないと詳細が判明しないが、EBRCの
招集は、総選挙へのカウントダウンがはじまった
ことを公に示すものである＊4。

　今回の総選挙で注目を集めたトピックのうち、
主なものに簡単にふれておく。
① 新型コロナウイルス対策の評価

連載初回に触れたように、シンガポール
における新型コロナウイルス感染者の90％
以上が、外国人寮住民であり、そのほとんど
はワークパーミット労働者である＊5。野党
は、政府の感染拡大防止策に不備があっ
たことを問題にした。たとえば、シンガポー

開始は2016年1月15日であり、今回は2020年
中だろうと予想されていた。

　総選挙に先立ち、選挙区割り・各選挙区の選
挙人の確定がなされなくてはならない。選挙区
割りは、首相の下にある選挙区割り調査委員会
（Electoral Boundaries Review Committee、
以下EBRC）＊1が首相に対して行う報告（白書）
に基づいて、選挙ごとに決定されている。2020
年総選挙では、3月11日にEBRCの報告＊2があ
り、4月15日に選挙区割り――小選挙区（Single 
Member Constituency、以下SMC）14、集団
代表選挙区（Group  R e p r e s e n t a t i v e  
Constituency、以下GRC）については、4人区
6、5人区11――が確定した＊3。

ル前進党(Progress Singapore Party)書
記長タン・チェンボク(Tan Cheng Bock)氏
は、1月にシンガポールで感染者が確認さ
れた段階で、外国人寮での感染爆発の危
険を予期し対策を講じるべきであったのに
それを怠ったことを批判した＊6。

② 外国人受け入れ政策
　2013年1月に公表された人口白書＊7

は、2030年の人口目標を650万人から
690万人とし、コンスタントな外国人受け入
れが必要であることを説いた。少子化によ
る人口減少下にあって、経済成長を維持す

るためには、外国人労働者による経済の下
支えと雇用創出が欠かせないという趣旨で
ある。これに対し、現状でも厳しい住宅事情
や交通事情などをより悪化させるものだと
いう批判が相次いだ＊8。

今回の総選挙でも、政府の外国人受け
入れ政策が争点となった。とくに関心を集
めたのは、ヘン・スイキャット(Heng Swee 
Keat)副首相兼財務大臣が2019年に
行った講演である。講演では、元都市再
開発庁主任計画官リュー・タイカー(Liu 
Thai Ker)氏が、シンガポールが長期に持
続可能であるためには、人口目標を
1,000万人とすべきだと述べたことが引き
あいにだされたが、これをヘン大臣が
リュー氏の見解に賛成しているものとして、
野党が攻撃したのである＊9。ヘン大臣を
はじめ政府は言いがかりだと反論したが、
火種はくすぶりつづけた。

③ 元大統領候補による政党結成と選挙参戦
前述のタン・チェンボクシンガポール前

進党書記長は、2011年の大統領選挙に
出馬したいわゆる大物政治家である。
1980年総選挙に人民行動党から出馬し
初当選、その後も毎回高得票率で当選し
てきた。とりわけ、1997年アジア経済危機
後の労働者不足において、政府が外国人
材の積極的受け入れを図ったことを、シン
ガポール市民の雇用安定に反するものと

し、現行選挙制度下で最多の10議席を獲得し
た。与党PAPの得票率は、61.23％、獲得議席は
83にとどまった。
　選挙直後の分析では、若年層のPAP離れが
指摘された＊11が、一方で人口・外国人受け入れ
政策や生活費の上昇、2016年大統領選などへ
の市民の不満を挙げるものもある＊12。

して批判し「シンガポール市民第一主義
(Singaporean First)」を説いたことはよく
知られている。
その人気を背景にして、2011年大統領

選挙に出馬、元副首相トニー・タン(Tony 
Tan)氏に対して得票率0.35％の僅差で落
選した。2017年大統領選挙に再出馬する
意向を固めていたが、多人種主義を根拠
に、5期あるいは30年間大統領を輩出して
いない人種に属することを候補者資格のひ
とつに組みこむ憲法修正＊10がなされ、立候
補できなかった。
そのタン・チェンボク氏が2019年に立ち

上げた新党が、シンガポール前進党であ
る。総選挙では、同党から5つのSMC、4つ
のGRCに候補者が立てられ、当選者は出
なかったものの、惜敗率により2名の候補が
非選出議員（Non -Co n s t i t u e n c y
Member of Parliament）となった。

　野党労働者党(Workers Party)が１つの
SMC、2つのGRC（4人区と5人区各1）で勝利

＊4  The Strait Times2019年9月4日付記事で、8月にEBRCの
招集がなされたことが報じられた。
https://www.straitstimes.com/politics/electoral-bound
aries-committee-formed-what-it-means-and-what-to-
expect-now

＊5  シンガポール保健省2021年2月11日段階の報告では、4月
初旬以降のシンガポールの感染者総数は59,759名、外国
人寮住民の感染者数（寮に住む永住者・一時訪問者を含
む）は54,510名である。
https://covidsitrep.moh.gov.sg/
なお外国人労働者寮での感染は、2020年10月1日以降1

ケタを超えていない。

＊3  The Strait Times 2016年5月30日付記事は、読者からの質問
に答えて、選挙区割りが毎選挙ごとに見直される理由として、
①人口動態を反映した議席数の平等な割当て、②GRCの議
席数が多すぎることなどへの批判を受けた、SMCとGRCの数
の適正化、③与党人民行動党（People Action Party、以下
PAP）が、野党に僅差で勝利した選挙区について、区割りを見
直し、与党がより優位になるようにすること、を挙げている。
https://www.straitstimes.com/politics/askst-why-do-w
e-redraw-electoral-boundaries-every-time-we-have-a-
general-election

＊6  7月2日の政見放送での発言。Mothership 2020年7月2日記
事。
https://mothership.sg/2020/07/psp-tan-cheng-bock-p
ap-lost-its-way/

＊7  https://www.strategygroup.gov.sg/media-centre/popul
ation-white-paper-a-sustainable-population-for-a-dyna
mic-singapore

＊8  Yahoo!News2013年1月30日付記事。
https://sg.news.yahoo.com/fury-over-6-9-million-pop
ulation-target-for-singapore-103503070.html

＊9 Channel News Asia7月2日付記事。
https://www.channelnewsasia.com/news/singapore/ge
2020-live-broadcast-political-debate-pap-wp-sdp-psp-
12891964

＊12  Mothership7月12日付記事。
https://mothership.sg/2020/07/inderjit-singh-pap-ge
2020-criticism/?fbclid=IwAR3tlS88vLtgeHw5pUGrcO
aOhZIzjv3846_DZI2r_mvuikxmuCT5RjXdbEs

＊10  2016年シンガポール憲法修正法。
＊11  労働者党が、すでに議席を有していたアルジューニド（5人

区）に加えて、新たに勝利を収めたのが、ホーガン
（Hougang、小選挙区）、センカン（Sengkang、4人区）と
いった、若年層が多く住む新興住宅地であったことが、分
析の背景にあるだろう。参照、Today7月12日付記事。
https://www.todayonline.com/singapore/ge2020-sen
gkang-residents-give-reasons-why-they-plumped-wp
-including-better-connection-candidates
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『遵法責務論』、訳・解説にジョセフ・カレンズ
『不法移民はいつ〈不法〉でなくなるのか――

滞在時間から滞在権へ』。2019年1月～3月、シンガポール国立大
学にて在外研究。

　2020年総選挙の結果は、シンガポールの選
挙制度に対してこれまでなされてきた評価を再
考するきっかけとなるかもしれない。以下、GRC
制について、簡単にまとめておこう。
　GRC制の導入が決まったのは、1988年であ
る。その要点は３つある。
①従来の小選挙区の複数を集めて一選挙区と
し、各選挙区で数人の候補者がグループをつ
くる＊13。

②各GRCでは、グループは華人以外の少数人

＊13  GRC導入当初は、各GRCに割りふられる議席数は3名で
あったが、その後最大6名までとなった。

＊14  Kevin YL Tan, Thio Li-Ann, Thio, Singapore: 50 
Constitutional Moments that Defined Nation, 
Marshall Cavendish, 2015, Ch.22. 

＊15  わが国におけるシンガポール憲法研究でも同様の指摘が
ある。野畑健太郎『シンガポール憲法史』一学舎、2016年、
第7章。

＊16  シンガポール憲法第39A条。
＊17  団地の共用組織の管理運営を行う。選挙区ごとに設置さ

れ、各会長は当該選挙区選出議員が務める。
＊18 日本でいう区の組織にあたり、現在５つある。CDCの長は、

人 民 協 会 委 員 会 ( P e o p l e ’ s  A s s o c i a t i o n  
Committee)――首相を長とし、大臣が委員を務める――
により任命され、これまでPAP議員が充てられている。

＊19  しかも、TCの余剰金は80％から100％減債基金への積立
てが義務づけられているところ、TCの選挙区でPAP議員が
当選するかどうかで、積立ての割合が変えられてきている。

＊20  2018年にタン・チェンボク氏が、野党7党に共闘を呼びかけ
たが、その背景も、野党がGRCで候補を擁立し、選挙で勝
利することの困難にあると思われる。Strait Times2018年7
月29日付記事。
https://www.straitstimes.com/singapore/seven-oppo
sition-parties-discuss-forming-a-new-coalition-invite-
former-pap-mp-tan-cheng

＊21  ウィル・キムリッカ（角田猛之・石山文彦・山崎康仕監訳)『多
文化時代の市民権――マイノリティの権利と自由主義』晃
洋書房、1998年、第7章。

＊22  もちろん、比例代表制を全面的に採用すれば、少数民族出
身者も議席をえる余地が生じるが、彼らが多数派とより対
等な交渉ができるようになるかどうかは、人口割合に左右さ
れることになろう。

種から少なくとも一人候補者を擁立しなくて
はならない。

③有権者は候補者グループのなかから一つに
投票し、もっとも多くの票を集めたグループが
その選挙区の議席を総取りする。

　GRC制は、PAPに有利であり、しかも政治的
平等に反する疑いがあるといわれてきた。ケヴィ
ン・タンとチョウ・リアンは、次のように指摘してい
る＊14＊15。

　GRC制が検討されるようになったきっかけは、
1984年総選挙でPAPの得票率が12.6％下 がったことである。政府によれば、この選挙結果

は、個人の利益を人種集団ごとのそれよりも重
んじる若年層の存在によるものであるが、シンガ
ポールの多人種主義にてらせば、代表は人種集
団の利益を反映するものでなくてはならない。こ
のような理屈で、GRC制を憲法修正＊16により導
入されることになった。

小選挙区制における「一人が一人に投票す
る」という原則が、GRC制導入により破られること
になった。つまり、SMCでは有権者は1名の候補
のみに投票できるのに対し、GRCでは各選挙区
に割りふられた定数分の候補に投票できるよう
になる。しかもGRCの定数の違いにより、投票で
きる候補数が変わってくる。このような制度は、投
票価値の平等に反する疑いがある。しかも、GRC

の有権者はグループにしか投票できず、候補者
個人への評価を反映させることができない。これ
は、投票の自由を侵害するものではないか。

　選挙区割りは、各選挙区の議席定数と有権
者人口との比率が一定範囲におさまるようにな
されている。しかし、住民をどの選挙区に割りふ
るかは、実際のところ、タウンカウンシル（以下
TC）＊17やコミュニティ開発カウンシル（以下
CDC）＊18の区域にしたがって決められており、こ
れら住民組織に強い支持基盤を有するPAPに
きわめて有利なものである＊19。しかも、上述のよ
うに、選挙区割りは毎回の総選挙ごとに変更さ
れる。野党が、選挙区ごとに安定的な支持基盤
を築き、定数を満たす候補者を擁立するのは容
易でない＊20。

　最後に、私見を述べておきたい。
　筆者の専門とする法哲学・政治哲学では、多
文化主義により、少数民族の代表権を根拠づけ
る議論が少なくない。たとえば、ウィル・キムリッカ
は、少数民族に属する個々人が、多数派と対等
な形で国全体の政治に一定の影響力をもつこ
とができるようにすべきだと説き、その方法として
少数民族に特別の議席を割り当てるクオータも
検討の余地があるとする＊21＊22。キムリッカの議
論からすれば、GRCもクオータの形態のひとつと
いうことになるのかもしれない。
　しかし、GRCをめぐるシンガポールでの議論か
らすれば、クオータによる少数派の影響力保障
が政府・与党の支配に不当に寄与するというこ
とになりうる。そもそも、GRC導入の際、人種集団
の利益をそこに属する個人の利益よりも重視す

ることに、どれだけの正当化根拠があったのだろ
うか。同じ少数人種だからといって、政治的に代
表されるべき利益が同じだと考えることがほんと
うに許されるのだろうか。
　シンガポール政府が、宗教調和策や多人種
混住政策などを通して、宗教間・人種間の対立
の芽を周到に摘んできたことは否定できないと
ころがある。しかし、宗教や人種のあいだの差異
やアイデンティティの承認といったものよりも、よ
り切実な争点――住宅事情や雇用確保、物価
の高さなど――が生じる場合、社会統合のよす
がは別のところに求められざるをえないだろう。
　シンガポールが統合の根拠を何に見いだして
いくか、さらなる試行錯誤が避けられないであろ
う。そして、シンガポールが抱える困難は、外国人
受け入れにせよ、多宗教・多人種共生にせよ、わ
が国を含め、リベラルな立憲主義を基調とする
国々にとっても他人事ですませることはできない
はずである。

――シンガポールの教訓――

外国人労働者と多文化共生

今年の旧正月は2月12・13日だった。3月に入るとやがて乾季が訪れる。 Photos by Hisae SEGI

＊2 選挙区割り調査委員会報告（2020年3月11日）は以下。
https://www.eld.gov.sg/pdf/White_Paper_on_the_Repo
rt_of_the_Electoral_Boundaries_Review_Committee_2
020.pdf（以下、インターネット上の記事はすべて2021年2月
12日最終確認）

＊1  選挙区割り調査委員会は、通常5名で構成される。2019年
召集された委員会では、委員長が官房長官、委員には住宅
開発庁長官、土地管理局(Land Authority)長、統計局主席
調査官、選挙局長が任命された。

３ シンガポールの統合の行方

クの他に、広大な構内にラウベ（あずまや）と呼ぶ
小屋を作り、演奏会や演劇を行う野外ステージを
作り、菜園を作り、ビールまで醸造して日々を送っ
ていた。捕虜はそれぞれの特技を披露し研鑽を
積むことができた。捕虜オーケストラは定期的に
演奏会を開き、ベートーヴェン、モーツァルト、
シューベルトやヨハン・シュトラウスの「美しく青きド
ナウ」を演奏していた。
　サッカー、テニス、ホッケーなどを楽しみ、体育祭

　これは1918（大正７）年ごろ、千葉県の習志野
俘虜(ふりょ)収容所内でのオーケストラ演奏中の
写真である。
　第一次世界大戦は、1914（大正3）年に勃発し
た。日英同盟をよりどころに日本は連合国側に
立って参戦し、ドイツの根拠地・青島(チンタオ)を
攻撃した。マイヤー＝ワルデック総督以下5,000
名近いドイツ将兵が、日本の捕虜＊1となり、日本各
地の俘虜収容所に収容された。習志野俘虜収容
の約1,000名の将兵は、日本側が用意したバラッ

本文学に深い造詣のある兵士は、日本の民話や
俳句の翻訳に没頭し、俘虜収容所内で日本語教
室が開かれている。多国籍・多文化・多言語な捕
虜集団である。彼らは、収容所内に、日本語・英語・
仏語・数学・電気工学・機械工学・物理学・歴史・
政治など多様な学びのプラットホームを共創した。
　写真は、学びの尊さと愉しさを伝え、一人ひとり
の内発性を伝えてくれる。人は、いかなる境遇に
あっても学びの共創から尊厳を失わず、叡智を生
み出す力をもっている。日本文化の勉強会も捕虜
が講師となって開催され、次々に相乗効果があっ
た。体操・料理・工芸品・日本語教室といった共
創・協働の実践は、国籍や立場・身分、言葉の壁
を超え共創価値を創出したに違いない。

　捕虜たちは、鉄条網の中に閉ざされることなく
地域で協働することができた。周辺の主婦たちが
洗濯物の請負に収容所に通い、肉の仕入れに出
たドイツ兵は、親切な肉屋にハムやマヨネーズの

製法を自発的に教えた。収容所
の出入りが自由であり、ドイツ兵
のソーセージ職人は、ソーセージ
作りの秘伝を公開し、本格的な
製法がこの時に伝わり、農商務
省の講習会を通じて全国に広
まった。

協働と共創が自立心と異文化
間の潤滑油となっている。コンデ
ンスミルクの技術指導者、洋菓
子作りの指導者なども知られて

を開き、ドイツ体操とも呼ばれる「トゥルネン」で体
力づくりに没頭している。地域住民は捕虜から異
文化を学び、日常的交流から信頼を深め、相互に
多文化意識が萌芽していた。オーケストラの写真
は、一世紀を隔ててコロナ禍にある私たちに協奏
と共創の尊さと平和への強い願望を伝えている。

　捕虜には、日本に親善訪問に来る途中でたま
たま開戦に巻き込まれ、青島でドイツ軍に合流せ
ざるを得なかったオーストリア・ハンガリーの巡洋
艦の乗組員も含まれていた。現在のオーストリア、
ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー、ユー
ゴ、北イタリアなどの実に多様な出身者が、「独軍
俘虜」として日本各地を移動し、収容所に送られ
た。ドイツの占領下にあった南洋群島ミクロネシ
ア地域のポーンペイ島（旧ポナペ島）に暮らしてい
た3名のポナペ人も、ドイツ兵士として習志野俘虜
収容所で暮らしていたのだった。

俘虜劇団は劇作家イプセンに挑戦し「捕虜カ
レッジ」を開催した。映画の野外上映もあった。日

いる。ドイツ兵が残した山梨県のぶどう園は、そ
の後、サントリー山梨ワイナリーとなった。日本に
残ったドイツ兵のソーセージ職人はソーセージ
工場を作り、ヨーゼフ・ヴァン＝ホーテンはソー
セージの技術指導を行った。ワイン工場、ソー
セージとハム工場といった新しい産業を興した
のだ。
　当時のハーグ陸戦法規および捕虜の待遇に関
する国際法を遵守し、各地の捕虜収容所で、協働
の時空を共創した蓄積は、新しい商品に「多文化
共創」という付加価値を付けた。1世紀を隔てて、
写真集『ドイツ兵たちの習志野』(習志野市教育
委員会)は、住民と捕虜の「安心の居場所」であっ
たことを伝えてくれる。オーケストラ団体の創設に
「パン」「体操」「ドイツ語」「ソーセージ」「ワイン」
「演奏会」「演劇」「ボトルシップ」に見る内発性と
情熱は、戦争の放棄と平和の尊さを後世に伝え
てくれる。

冒頭の写真が撮影された頃、世界は「スペイン
風邪」と呼ばれたインフルエンザの猛威に覆われ
ていた。1918（大正7）年、見えない敵「スペイン風
邪」によって、初代・西郷寅太郎所長と25名のドイ
ツ兵が死亡した。
　図１は、「スペイン風邪」による月別の死亡者数
で、17 (大正６）年～21（大正10）年まで載ってお
り、死亡者数のピークの片方は、18 （大正７）年
11月である。
19（大正8）年、スペイン風邪の死者のために葬

儀と埋葬が行われた。2枚の写真は、犠牲者を囲
む捕虜たちの深い悲しみを伝えている。
　解明のできない「スペイン風邪」への恐怖と不
安、そして25名の無念を人々は共有した。第一次
世界大戦はドイツの敗北をもって終結し、19（大
正８）年は帰国の年となった。ベルサイユ講和条

年より6年間ベルリン工科大学に留学しドイツ文
化に敬意をもっていた。
これら収容所の写真集を見た父(1911(明治

44）年生、友造の三男)は、94歳の時、ドイツ兵と
遊んだ経験を語りだした。
「7歳の時、僕は、習志野のドイツ兵の収容所の
近くに住んだ。京都から転校してまもなくドイツ兵
と遊んでいるとおやじが見ていた。後で部屋に来
なさいと言ったので、てっきり叱られると思った。と
ころが、こんな貴重な経験はまたとない。ドイツ兵
に思いっきり遊んでもらいなさい！ドイツ語やドイ
ツ体操を学ぶ絶好の機会だ。仲良くしなさいと
言って励ましてくれた。もう最高に嬉しくて忘れら
れない。おやじは、優しい人で捕虜を大事にした。
平和主義者だった。」
　人は老年期を迎え、幼少期の写真を見て、風
化された記憶を呼び起こすことがある。瞼に焼き
付いた感動の経験と情景を語りだす。自らの人生
を回想し、遊びの体験から得た自尊感情や自己
肯定感は、共創の喜びであり、それらを、子々

約が発効され、兵士たちは収容所から帰還船の
待つ神戸や横浜に向かった。ワルデック総督が、
部下の解放を見届け、習志野を後にしたのは、20
（大正9）年1月であった＊2。

19（大正８）年～20（大正９）年は、太平洋諸島
の日本委任統治が決まった年、一方、ドイツでは、
ワイマール憲法が制定された。スペイン風邪が猛
威を振るったピーク時と重なる。まさに死の崖っぷ
ちに立ち、戦争とパンデミックの二重の恐怖を乗り
越えていた。

　初代所長は西郷隆盛の嫡子・西郷寅太郎大
佐で、明治天皇の思召しでドイツの士官学校で長
期間生活した経験がありドイツ兵捕虜を厚遇し
た。しかし、スペイン風邪で亡くなった。急遽、所長
の後を継いだのは、山﨑友造であった。第2代所
長の山崎友造(筆者の祖父)も、1902（明治35）

孫々、後世に伝えることに安堵し、幸福
（Well-being）を味わっていた。オーラル・ヒスト
リーは共創の本質を生の声で伝えてくれる。

ベルサイユ条約が発効され、国際連盟が発足
した1920(大正10)年に、習志野俘虜収容所は
閉鎖された。

外務省外交資料館の史料によると「習志野俘虜
収容所ニ収容中ナル南洋人俘虜ニ関スル件照会」
（19（大正８）年10月25日）という文書が残っている。
「南洋ポナペ島土人ニシテ、嘗テ独逸官憲ヨリ
青島ニ派遣セラレ造船業務ニ従事ノ中、日独戦争
ニ会イシ砲艦『ヤグワール』ニ乗組、次デ我軍ノ俘
虜トナリ、目下習志野収容所ニ収容中ナル左記三
名ノ者ハ、此ノ際至急解放シ」とある。

　祖父が、ポーンペイ島（旧称ポナペ）人捕
虜を先に帰還させる手続きをした記録が残さ
れていた。ドイツ領であった南洋群島出身者
の名前は、「ウイルヘルム（＝ウイリアム）・ヘル
ゲン（バーガー）」「ヨセフ・ゲオルグ」「ヨセフ・
サムエル」。ドイツ風の名前だが、ポナペ島住
民で視力に優れ、船の見張り役として青島に
送られドイツ兵として戦争に巻き込まれた。ど
んな心境で習志野の日 を々送ったのだろう。
のどかな太平洋島嶼から戦乱の渦に巻き込
まれ、大勢のドイツ兵士とともに過ごしたポナ
ペ人は、帰国後、後世に何を語り継いたの

か。筆者は、ポナペ人捕虜の子孫から、直接、当時
の話を聴きたかった。
　2005（平成17）年8月20日、俘虜収容所で暮ら
したウイルヘルム・ヘルゲンの子孫を訪ねるため
に、グアム経由でポーンペイ島に降り立った。

息子のフレドリック・ヘルゲンバーガーは、孫と
一緒に松葉杖をついてホテルのロビーで待ってい
てくれた。83歳には思えないほど頑強な身体だ
が、難聴で耳に手を当てた。挨拶は何と日本語
だった。
「よくここまで来てくださいました。」
　滞在中、フレドリック・ヘルゲンバーガー氏と家
族の語りを毎日、筆記した。
「父から、日本の生活は、実に居心地がよかっ

たと聞いています。最初のころは熱い食事が多く、
ドイツ人もポナペ人も馴染みがなかった。ドイツ料
理は、冷めたものが多いと伝えると、収容所では、
次第に冷めた料理に切り替えてくれた。料理の得
意なドイツ人は、厨房でドイツ料理を作ることがで
きたのです。」「日本での移動は快適な汽車に乗

かつて戦争に巻き込まれた人々は、それぞれの
日本での体験を子孫に伝承した。日本文化や共創
体験を語り継ぎ、「気づき愛」の連鎖が起きた。100
年前の写真は、協働とケアの織り成す「安心の居場
所」が相互に信頼感を培ったことを物語っている。
いまや新型コロナの世界の感染者数は、1.06

億人を超え、死者の総計は232万人を超えた
（2021（令和3）年2月10日時点）。最も被害の大き
いアメリカではすでに46.3万人が死亡している。
第二次世界大戦の死者数よりも多くが犠牲に
なった。白人に比べ、ヒスパニック系の人は感染率
が3倍以上、黒人は2倍以上高かったという。どの
ような社会的要因が覆い被さっているのだろう。

日本に在留する196ヵ国289万人の外国人は、
コロナ禍で不安と苦しい日々を送っている。特に
日本で就労している約166万人の外国人にとって
コロナの感染を恐れながらの就労に違いない。そ
して様々な出会いと協働体験は、歳月を隔て、子
孫や周囲に語り継がれるに違いない。
　世界の誰もが、外国人の権利や義務、国家と
は何かを再考する契機であろう。
当時の日本軍は、「ハーグ陸戦規則」1899(明治

32)年などの国際条約を遵守し近代国家としての
国際的地位の向上を目指し、戦時国際法を遵守
し、人道的に敵国の俘虜を扱い手紙のやり取りや
地域社会との交流も盛んに行われた。日独交流は
いまも続いている。単なる美談として受け止めるの
ではなく、いかにして社会の分断を防ぐかというヒ
ントや知恵を学びたい。分断の溝が深まれば、暴
力を招き、民主主義を危うくするという側面もある。

り、東京駅では、旗を振る子どもたちの歓迎を受
けた。収容所の生活はとても居心地がよかった。」
「日本語を学び、歌を歌い、音楽や体操やゲー

ムにも加わることもできた。」
「正直言うと、帰国を勧められた時、帰国したい
気持ちともっと日本に滞在したいという気持ちの
両方があって複雑だったようです。」
別れの日、ロビーにいたポナペ人が、みんなで「君
が代」を歌ってくれた。
オセアニア世界は、数万年前から千年前ほどに

かけて人々が移り住んだ。星と風を読み、万里の
波濤をこえるカヌーの航海史は、太平洋が島嶼の
人 を々分かつものではなく、一つに勇気づける偉
大な海であったことを伝えてくれる。
水半球には多様な民族が住み、2,000語に近い

言語が存在しているという。水爆実験に抗議してき
た。同化主義が常識であった植民地支配の歴史
に対して、島々は断固、抗議し、「自由」への渇望を
歌・踊りや伝統文化に表現してきた。ミクロネシア
連邦は、独立時に憲法の前文に、自由と自立にむ
けた決意を全世界に向けて表明したのである。
　筆者は、島に生きる島嶼民の転地の足跡を辿
る感動の日々 を過ごした。

多文化共創の道を拓く秘訣は、自由闊達に語る
内発的空間を創り、憲法や国際法・国内法を学び
人権の概念の理解を共有することにあるだろう。
　多文化とは「差異の承認」であり、多文化共創
は、同化政策ではない。日本人の多様性にも光を
当て、障がい者、一人親家庭、LGBTQ、高齢者、
留学生、技能実習生、特定技能外国人、難民、無
国籍者など多様な人びとと共創・協働し、それぞ
れが自立する市民として相互ケアと社会貢献がで
きる社会である。

自治体、中小零細企業、市民、医療・教育機関
の共創・協働の取組みは、人間の安全保障を基
礎として、「気づき愛」の連鎖となり未来への投資
になるに違いない。本連載は、パンデミックの最
中、技能実習生、留学生など若い世代と難民の
人々が、自由に語る安心の居場所を創り、学びの
場を主体的に共創している事実を伝えてきた。
多様なルーツを持つ人々が民主主義を実感し、

憲法や国際法・国内法の概念と個人の自由と生
の保障の大切さを学ぶことができる。パンデミック
体験はグローバル資本主義の矛盾を露呈し、経
済不況・不景気の不安を生み、課題は山積してい
るが、地道な多文化共創経営が日本の産業を支
え、活路を見いだしていることにも着目できた。
日本の政治的リーダーが、共創社会へのビジョ

ンを国内外に自信をもって発信することは、課題
に取り組む原動力になる。100年前の歴史から、
課題に取り組む内発性と多文化共創への勇気を
学ぶことができた。コロナ禍で医療施設、中小零
細企業、福祉施設、学校や地域コミュニティが、い

かにして危機を乗り越えたかを記録し、写真を撮
ることが貴重な史料となる。

たとえ母国の民主主義・民主化が危機的状況
に襲われても、人権にねざす「安全の居場所」と多
文化共創の信頼関係の重要性を体験と実感を
もって伝えることができる。留学生・技能実習生・
特定技能・難民が社会貢献に活躍する内発性に
光を当てた。
　本連載中、調査にご協力いただいた方々に心
から感謝したい。2030年を目指す「持続可能な開
発目標」SDGｓ（Sustainable Development 
Goals）の目的達成にも、人類の移動に伴う共創
の歴史を紐解くことによって、人間の叡智を学びと
ることができる。地球温暖化問題など共通課題に
取り組む主体的な実践こそが分断を防ぐことにも
なるだろう。

1. 写真に問う
  「いつ？ どこで？ だれが？ 何をしているの？」

大東文化大学名誉教授  川村 千鶴子

パンデミックの恐怖と戦争の苦境の中で

写真1：習志野捕虜オーケストラ 指揮は、ハンス・ミリエス　
出典：習志野市教育委員会

＊1：捕虜と俘虜とは、殆ど同義に使用された。田村譲によれば、
捕虜とは、一般的に、戦争や内乱で敵に捕らえられ、その権
力（支配）下に置かれた軍人や民兵などの組織的武装集団
の構成員（傭兵・スパイを除く）をいう。戦前の日本では公式
的には俘虜と呼ばれた。

人権に根ざす共創・協働の「安心の居場所」
Co-Creation & Co-Working

12

感染者数5億人と推定されるパンデミックと戦争の悲壮感の中で、
人々はどのように苦境と悲しみを乗り越えたのだろうか。

共創・協働の歴史を学んでみたい。
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クの他に、広大な構内にラウベ（あずまや）と呼ぶ
小屋を作り、演奏会や演劇を行う野外ステージを
作り、菜園を作り、ビールまで醸造して日々を送っ
ていた。捕虜はそれぞれの特技を披露し研鑽を
積むことができた。捕虜オーケストラは定期的に
演奏会を開き、ベートーヴェン、モーツァルト、
シューベルトやヨハン・シュトラウスの「美しく青きド
ナウ」を演奏していた。
サッカー、テニス、ホッケーなどを楽しみ、体育祭

これは1918（大正７）年ごろ、千葉県の習志野
俘虜(ふりょ)収容所内でのオーケストラ演奏中の
写真である。
　第一次世界大戦は、1914（大正3）年に勃発し
た。日英同盟をよりどころに日本は連合国側に
立って参戦し、ドイツの根拠地・青島(チンタオ)を
攻撃した。マイヤー＝ワルデック総督以下5,000
名近いドイツ将兵が、日本の捕虜＊1となり、日本各
地の俘虜収容所に収容された。習志野俘虜収容
の約1,000名の将兵は、日本側が用意したバラッ

本文学に深い造詣のある兵士は、日本の民話や
俳句の翻訳に没頭し、俘虜収容所内で日本語教
室が開かれている。多国籍・多文化・多言語な捕
虜集団である。彼らは、収容所内に、日本語・英語・
仏語・数学・電気工学・機械工学・物理学・歴史・
政治など多様な学びのプラットホームを共創した。
　写真は、学びの尊さと愉しさを伝え、一人ひとり
の内発性を伝えてくれる。人は、いかなる境遇に
あっても学びの共創から尊厳を失わず、叡智を生
み出す力をもっている。日本文化の勉強会も捕虜
が講師となって開催され、次々に相乗効果があっ
た。体操・料理・工芸品・日本語教室といった共
創・協働の実践は、国籍や立場・身分、言葉の壁
を超え共創価値を創出したに違いない。

捕虜たちは、鉄条網の中に閉ざされることなく
地域で協働することができた。周辺の主婦たちが
洗濯物の請負に収容所に通い、肉の仕入れに出
たドイツ兵は、親切な肉屋にハムやマヨネーズの

製法を自発的に教えた。収容所
の出入りが自由であり、ドイツ兵
のソーセージ職人は、ソーセージ
作りの秘伝を公開し、本格的な
製法がこの時に伝わり、農商務
省の講習会を通じて全国に広
まった。
　協働と共創が自立心と異文化
間の潤滑油となっている。コンデ
ンスミルクの技術指導者、洋菓
子作りの指導者なども知られて

を開き、ドイツ体操とも呼ばれる「トゥルネン」で体
力づくりに没頭している。地域住民は捕虜から異
文化を学び、日常的交流から信頼を深め、相互に
多文化意識が萌芽していた。オーケストラの写真
は、一世紀を隔ててコロナ禍にある私たちに協奏
と共創の尊さと平和への強い願望を伝えている。

捕虜には、日本に親善訪問に来る途中でたま
たま開戦に巻き込まれ、青島でドイツ軍に合流せ
ざるを得なかったオーストリア・ハンガリーの巡洋
艦の乗組員も含まれていた。現在のオーストリア、
ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー、ユー
ゴ、北イタリアなどの実に多様な出身者が、「独軍
俘虜」として日本各地を移動し、収容所に送られ
た。ドイツの占領下にあった南洋群島ミクロネシ
ア地域のポーンペイ島（旧ポナペ島）に暮らしてい
た3名のポナペ人も、ドイツ兵士として習志野俘虜
収容所で暮らしていたのだった。
　俘虜劇団は劇作家イプセンに挑戦し「捕虜カ
レッジ」を開催した。映画の野外上映もあった。日

いる。ドイツ兵が残した山梨県のぶどう園は、そ
の後、サントリー山梨ワイナリーとなった。日本に
残ったドイツ兵のソーセージ職人はソーセージ
工場を作り、ヨーゼフ・ヴァン＝ホーテンはソー
セージの技術指導を行った。ワイン工場、ソー
セージとハム工場といった新しい産業を興した
のだ。
　当時のハーグ陸戦法規および捕虜の待遇に関
する国際法を遵守し、各地の捕虜収容所で、協働
の時空を共創した蓄積は、新しい商品に「多文化
共創」という付加価値を付けた。1世紀を隔てて、
写真集『ドイツ兵たちの習志野』(習志野市教育
委員会)は、住民と捕虜の「安心の居場所」であっ
たことを伝えてくれる。オーケストラ団体の創設に
「パン」「体操」「ドイツ語」「ソーセージ」「ワイン」
「演奏会」「演劇」「ボトルシップ」に見る内発性と
情熱は、戦争の放棄と平和の尊さを後世に伝え
てくれる。

冒頭の写真が撮影された頃、世界は「スペイン
風邪」と呼ばれたインフルエンザの猛威に覆われ
ていた。1918（大正7）年、見えない敵「スペイン風
邪」によって、初代・西郷寅太郎所長と25名のドイ
ツ兵が死亡した。
　図１は、「スペイン風邪」による月別の死亡者数
で、17 (大正６）年～21（大正10）年まで載ってお
り、死亡者数のピークの片方は、18 （大正７）年
11月である。
　19（大正8）年、スペイン風邪の死者のために葬
儀と埋葬が行われた。2枚の写真は、犠牲者を囲
む捕虜たちの深い悲しみを伝えている。
　解明のできない「スペイン風邪」への恐怖と不
安、そして25名の無念を人々は共有した。第一次
世界大戦はドイツの敗北をもって終結し、19（大
正８）年は帰国の年となった。ベルサイユ講和条

年より6年間ベルリン工科大学に留学しドイツ文
化に敬意をもっていた。
これら収容所の写真集を見た父(1911(明治

44）年生、友造の三男)は、94歳の時、ドイツ兵と
遊んだ経験を語りだした。
「7歳の時、僕は、習志野のドイツ兵の収容所の
近くに住んだ。京都から転校してまもなくドイツ兵
と遊んでいるとおやじが見ていた。後で部屋に来
なさいと言ったので、てっきり叱られると思った。と
ころが、こんな貴重な経験はまたとない。ドイツ兵
に思いっきり遊んでもらいなさい！ドイツ語やドイ
ツ体操を学ぶ絶好の機会だ。仲良くしなさいと
言って励ましてくれた。もう最高に嬉しくて忘れら
れない。おやじは、優しい人で捕虜を大事にした。
平和主義者だった。」
　人は老年期を迎え、幼少期の写真を見て、風
化された記憶を呼び起こすことがある。瞼に焼き
付いた感動の経験と情景を語りだす。自らの人生
を回想し、遊びの体験から得た自尊感情や自己
肯定感は、共創の喜びであり、それらを、子々

約が発効され、兵士たちは収容所から帰還船の
待つ神戸や横浜に向かった。ワルデック総督が、
部下の解放を見届け、習志野を後にしたのは、20
（大正9）年1月であった＊2。

19（大正８）年～20（大正９）年は、太平洋諸島
の日本委任統治が決まった年、一方、ドイツでは、
ワイマール憲法が制定された。スペイン風邪が猛
威を振るったピーク時と重なる。まさに死の崖っぷ
ちに立ち、戦争とパンデミックの二重の恐怖を乗り
越えていた。

　初代所長は西郷隆盛の嫡子・西郷寅太郎大
佐で、明治天皇の思召しでドイツの士官学校で長
期間生活した経験がありドイツ兵捕虜を厚遇し
た。しかし、スペイン風邪で亡くなった。急遽、所長
の後を継いだのは、山﨑友造であった。第2代所
長の山崎友造(筆者の祖父)も、1902（明治35）

孫々、後世に伝えることに安堵し、幸福
（Well-being）を味わっていた。オーラル・ヒスト
リーは共創の本質を生の声で伝えてくれる。

ベルサイユ条約が発効され、国際連盟が発足
した1920(大正10)年に、習志野俘虜収容所は
閉鎖された。

外務省外交資料館の史料によると「習志野俘虜
収容所ニ収容中ナル南洋人俘虜ニ関スル件照会」
（19（大正８）年10月25日）という文書が残っている。
「南洋ポナペ島土人ニシテ、嘗テ独逸官憲ヨリ
青島ニ派遣セラレ造船業務ニ従事ノ中、日独戦争
ニ会イシ砲艦『ヤグワール』ニ乗組、次デ我軍ノ俘
虜トナリ、目下習志野収容所ニ収容中ナル左記三
名ノ者ハ、此ノ際至急解放シ」とある。

　祖父が、ポーンペイ島（旧称ポナペ）人捕
虜を先に帰還させる手続きをした記録が残さ
れていた。ドイツ領であった南洋群島出身者
の名前は、「ウイルヘルム（＝ウイリアム）・ヘル
ゲン（バーガー）」「ヨセフ・ゲオルグ」「ヨセフ・
サムエル」。ドイツ風の名前だが、ポナペ島住
民で視力に優れ、船の見張り役として青島に
送られドイツ兵として戦争に巻き込まれた。ど
んな心境で習志野の日 を々送ったのだろう。
のどかな太平洋島嶼から戦乱の渦に巻き込
まれ、大勢のドイツ兵士とともに過ごしたポナ
ペ人は、帰国後、後世に何を語り継いたの

か。筆者は、ポナペ人捕虜の子孫から、直接、当時
の話を聴きたかった。
　2005（平成17）年8月20日、俘虜収容所で暮ら
したウイルヘルム・ヘルゲンの子孫を訪ねるため
に、グアム経由でポーンペイ島に降り立った。

息子のフレドリック・ヘルゲンバーガーは、孫と
一緒に松葉杖をついてホテルのロビーで待ってい
てくれた。83歳には思えないほど頑強な身体だ
が、難聴で耳に手を当てた。挨拶は何と日本語
だった。
「よくここまで来てくださいました。」
　滞在中、フレドリック・ヘルゲンバーガー氏と家
族の語りを毎日、筆記した。
「父から、日本の生活は、実に居心地がよかっ

たと聞いています。最初のころは熱い食事が多く、
ドイツ人もポナペ人も馴染みがなかった。ドイツ料
理は、冷めたものが多いと伝えると、収容所では、
次第に冷めた料理に切り替えてくれた。料理の得
意なドイツ人は、厨房でドイツ料理を作ることがで
きたのです。」「日本での移動は快適な汽車に乗

かつて戦争に巻き込まれた人々は、それぞれの
日本での体験を子孫に伝承した。日本文化や共創
体験を語り継ぎ、「気づき愛」の連鎖が起きた。100
年前の写真は、協働とケアの織り成す「安心の居場
所」が相互に信頼感を培ったことを物語っている。
いまや新型コロナの世界の感染者数は、1.06

億人を超え、死者の総計は232万人を超えた
（2021（令和3）年2月10日時点）。最も被害の大き
いアメリカではすでに46.3万人が死亡している。
第二次世界大戦の死者数よりも多くが犠牲に
なった。白人に比べ、ヒスパニック系の人は感染率
が3倍以上、黒人は2倍以上高かったという。どの
ような社会的要因が覆い被さっているのだろう。

日本に在留する196ヵ国289万人の外国人は、
コロナ禍で不安と苦しい日々を送っている。特に
日本で就労している約166万人の外国人にとって
コロナの感染を恐れながらの就労に違いない。そ
して様々な出会いと協働体験は、歳月を隔て、子
孫や周囲に語り継がれるに違いない。
　世界の誰もが、外国人の権利や義務、国家と
は何かを再考する契機であろう。
当時の日本軍は、「ハーグ陸戦規則」1899(明治

32)年などの国際条約を遵守し近代国家としての
国際的地位の向上を目指し、戦時国際法を遵守
し、人道的に敵国の俘虜を扱い手紙のやり取りや
地域社会との交流も盛んに行われた。日独交流は
いまも続いている。単なる美談として受け止めるの
ではなく、いかにして社会の分断を防ぐかというヒ
ントや知恵を学びたい。分断の溝が深まれば、暴
力を招き、民主主義を危うくするという側面もある。

り、東京駅では、旗を振る子どもたちの歓迎を受
けた。収容所の生活はとても居心地がよかった。」
「日本語を学び、歌を歌い、音楽や体操やゲー

ムにも加わることもできた。」
「正直言うと、帰国を勧められた時、帰国したい
気持ちともっと日本に滞在したいという気持ちの
両方があって複雑だったようです。」
別れの日、ロビーにいたポナペ人が、みんなで「君
が代」を歌ってくれた。
オセアニア世界は、数万年前から千年前ほどに

かけて人々が移り住んだ。星と風を読み、万里の
波濤をこえるカヌーの航海史は、太平洋が島嶼の
人 を々分かつものではなく、一つに勇気づける偉
大な海であったことを伝えてくれる。
水半球には多様な民族が住み、2,000語に近い

言語が存在しているという。水爆実験に抗議してき
た。同化主義が常識であった植民地支配の歴史
に対して、島々は断固、抗議し、「自由」への渇望を
歌・踊りや伝統文化に表現してきた。ミクロネシア
連邦は、独立時に憲法の前文に、自由と自立にむ
けた決意を全世界に向けて表明したのである。
　筆者は、島に生きる島嶼民の転地の足跡を辿
る感動の日々 を過ごした。

多文化共創の道を拓く秘訣は、自由闊達に語る
内発的空間を創り、憲法や国際法・国内法を学び
人権の概念の理解を共有することにあるだろう。
　多文化とは「差異の承認」であり、多文化共創
は、同化政策ではない。日本人の多様性にも光を
当て、障がい者、一人親家庭、LGBTQ、高齢者、
留学生、技能実習生、特定技能外国人、難民、無
国籍者など多様な人びとと共創・協働し、それぞ
れが自立する市民として相互ケアと社会貢献がで
きる社会である。

自治体、中小零細企業、市民、医療・教育機関
の共創・協働の取組みは、人間の安全保障を基
礎として、「気づき愛」の連鎖となり未来への投資
になるに違いない。本連載は、パンデミックの最
中、技能実習生、留学生など若い世代と難民の
人々が、自由に語る安心の居場所を創り、学びの
場を主体的に共創している事実を伝えてきた。
多様なルーツを持つ人々が民主主義を実感し、

憲法や国際法・国内法の概念と個人の自由と生
の保障の大切さを学ぶことができる。パンデミック
体験はグローバル資本主義の矛盾を露呈し、経
済不況・不景気の不安を生み、課題は山積してい
るが、地道な多文化共創経営が日本の産業を支
え、活路を見いだしていることにも着目できた。
日本の政治的リーダーが、共創社会へのビジョ

ンを国内外に自信をもって発信することは、課題
に取り組む原動力になる。100年前の歴史から、
課題に取り組む内発性と多文化共創への勇気を
学ぶことができた。コロナ禍で医療施設、中小零
細企業、福祉施設、学校や地域コミュニティが、い

かにして危機を乗り越えたかを記録し、写真を撮
ることが貴重な史料となる。

たとえ母国の民主主義・民主化が危機的状況
に襲われても、人権にねざす「安全の居場所」と多
文化共創の信頼関係の重要性を体験と実感を
もって伝えることができる。留学生・技能実習生・
特定技能・難民が社会貢献に活躍する内発性に
光を当てた。
　本連載中、調査にご協力いただいた方々に心
から感謝したい。2030年を目指す「持続可能な開
発目標」SDGｓ（Sustainable Development 
Goals）の目的達成にも、人類の移動に伴う共創
の歴史を紐解くことによって、人間の叡智を学びと
ることができる。地球温暖化問題など共通課題に
取り組む主体的な実践こそが分断を防ぐことにも
なるだろう。3. 共に働き憩う時空の創造

―共創・協働の「安心の居場所」―

4. 1918年、猛威をふるった「スペイン風邪」

2. 多文化の織り成す日本語教室

Co-Creation & Co-Working

人権に根ざす共創・協働の「安心の居場所」

写真2：日本語の勉強会 出典：習志野市教育委員会
出典：「日本におけるスペインかぜの精密分析（インフルエンザ スペイン風邪 スパニッシュ・インフルエンザ 流行性感冒 分析 日本）」東京都
健康安全研究センター年報, 56巻, p.369-374 (2005)、東京都健康安全研究センター

図1 インフルエンザによる死亡者数の月別推移
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クの他に、広大な構内にラウベ（あずまや）と呼ぶ
小屋を作り、演奏会や演劇を行う野外ステージを
作り、菜園を作り、ビールまで醸造して日々を送っ
ていた。捕虜はそれぞれの特技を披露し研鑽を
積むことができた。捕虜オーケストラは定期的に
演奏会を開き、ベートーヴェン、モーツァルト、
シューベルトやヨハン・シュトラウスの「美しく青きド
ナウ」を演奏していた。
　サッカー、テニス、ホッケーなどを楽しみ、体育祭

　これは1918（大正７）年ごろ、千葉県の習志野
俘虜(ふりょ)収容所内でのオーケストラ演奏中の
写真である。
　第一次世界大戦は、1914（大正3）年に勃発し
た。日英同盟をよりどころに日本は連合国側に
立って参戦し、ドイツの根拠地・青島(チンタオ)を
攻撃した。マイヤー＝ワルデック総督以下5,000
名近いドイツ将兵が、日本の捕虜＊1となり、日本各
地の俘虜収容所に収容された。習志野俘虜収容
の約1,000名の将兵は、日本側が用意したバラッ

本文学に深い造詣のある兵士は、日本の民話や
俳句の翻訳に没頭し、俘虜収容所内で日本語教
室が開かれている。多国籍・多文化・多言語な捕
虜集団である。彼らは、収容所内に、日本語・英語・
仏語・数学・電気工学・機械工学・物理学・歴史・
政治など多様な学びのプラットホームを共創した。
　写真は、学びの尊さと愉しさを伝え、一人ひとり
の内発性を伝えてくれる。人は、いかなる境遇に
あっても学びの共創から尊厳を失わず、叡智を生
み出す力をもっている。日本文化の勉強会も捕虜
が講師となって開催され、次々に相乗効果があっ
た。体操・料理・工芸品・日本語教室といった共
創・協働の実践は、国籍や立場・身分、言葉の壁
を超え共創価値を創出したに違いない。

　捕虜たちは、鉄条網の中に閉ざされることなく
地域で協働することができた。周辺の主婦たちが
洗濯物の請負に収容所に通い、肉の仕入れに出
たドイツ兵は、親切な肉屋にハムやマヨネーズの

製法を自発的に教えた。収容所
の出入りが自由であり、ドイツ兵
のソーセージ職人は、ソーセージ
作りの秘伝を公開し、本格的な
製法がこの時に伝わり、農商務
省の講習会を通じて全国に広
まった。
　協働と共創が自立心と異文化
間の潤滑油となっている。コンデ
ンスミルクの技術指導者、洋菓
子作りの指導者なども知られて

を開き、ドイツ体操とも呼ばれる「トゥルネン」で体
力づくりに没頭している。地域住民は捕虜から異
文化を学び、日常的交流から信頼を深め、相互に
多文化意識が萌芽していた。オーケストラの写真
は、一世紀を隔ててコロナ禍にある私たちに協奏
と共創の尊さと平和への強い願望を伝えている。

　捕虜には、日本に親善訪問に来る途中でたま
たま開戦に巻き込まれ、青島でドイツ軍に合流せ
ざるを得なかったオーストリア・ハンガリーの巡洋
艦の乗組員も含まれていた。現在のオーストリア、
ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー、ユー
ゴ、北イタリアなどの実に多様な出身者が、「独軍
俘虜」として日本各地を移動し、収容所に送られ
た。ドイツの占領下にあった南洋群島ミクロネシ
ア地域のポーンペイ島（旧ポナペ島）に暮らしてい
た3名のポナペ人も、ドイツ兵士として習志野俘虜
収容所で暮らしていたのだった。
　俘虜劇団は劇作家イプセンに挑戦し「捕虜カ
レッジ」を開催した。映画の野外上映もあった。日

いる。ドイツ兵が残した山梨県のぶどう園は、そ
の後、サントリー山梨ワイナリーとなった。日本に
残ったドイツ兵のソーセージ職人はソーセージ
工場を作り、ヨーゼフ・ヴァン＝ホーテンはソー
セージの技術指導を行った。ワイン工場、ソー
セージとハム工場といった新しい産業を興した
のだ。
　当時のハーグ陸戦法規および捕虜の待遇に関
する国際法を遵守し、各地の捕虜収容所で、協働
の時空を共創した蓄積は、新しい商品に「多文化
共創」という付加価値を付けた。1世紀を隔てて、
写真集『ドイツ兵たちの習志野』(習志野市教育
委員会)は、住民と捕虜の「安心の居場所」であっ
たことを伝えてくれる。オーケストラ団体の創設に
「パン」「体操」「ドイツ語」「ソーセージ」「ワイン」
「演奏会」「演劇」「ボトルシップ」に見る内発性と
情熱は、戦争の放棄と平和の尊さを後世に伝え
てくれる。

　冒頭の写真が撮影された頃、世界は「スペイン
風邪」と呼ばれたインフルエンザの猛威に覆われ
ていた。1918（大正7）年、見えない敵「スペイン風
邪」によって、初代・西郷寅太郎所長と25名のドイ
ツ兵が死亡した。
　図１は、「スペイン風邪」による月別の死亡者数
で、17 (大正６）年～21（大正10）年まで載ってお
り、死亡者数のピークの片方は、18 （大正７）年
11月である。
　19（大正8）年、スペイン風邪の死者のために葬
儀と埋葬が行われた。2枚の写真は、犠牲者を囲
む捕虜たちの深い悲しみを伝えている。
　解明のできない「スペイン風邪」への恐怖と不
安、そして25名の無念を人々は共有した。第一次
世界大戦はドイツの敗北をもって終結し、19（大
正８）年は帰国の年となった。ベルサイユ講和条

年より6年間ベルリン工科大学に留学しドイツ文
化に敬意をもっていた。
　これら収容所の写真集を見た父(1911(明治
44）年生、友造の三男)は、94歳の時、ドイツ兵と
遊んだ経験を語りだした。
　「7歳の時、僕は、習志野のドイツ兵の収容所の
近くに住んだ。京都から転校してまもなくドイツ兵
と遊んでいるとおやじが見ていた。後で部屋に来
なさいと言ったので、てっきり叱られると思った。と
ころが、こんな貴重な経験はまたとない。ドイツ兵
に思いっきり遊んでもらいなさい！ドイツ語やドイ
ツ体操を学ぶ絶好の機会だ。仲良くしなさいと
言って励ましてくれた。もう最高に嬉しくて忘れら
れない。おやじは、優しい人で捕虜を大事にした。
平和主義者だった。」
　人は老年期を迎え、幼少期の写真を見て、風
化された記憶を呼び起こすことがある。瞼に焼き
付いた感動の経験と情景を語りだす。自らの人生
を回想し、遊びの体験から得た自尊感情や自己
肯定感は、共創の喜びであり、それらを、子々

約が発効され、兵士たちは収容所から帰還船の
待つ神戸や横浜に向かった。ワルデック総督が、
部下の解放を見届け、習志野を後にしたのは、20
（大正9）年1月であった＊2。
　19（大正８）年～20（大正９）年は、太平洋諸島
の日本委任統治が決まった年、一方、ドイツでは、
ワイマール憲法が制定された。スペイン風邪が猛
威を振るったピーク時と重なる。まさに死の崖っぷ
ちに立ち、戦争とパンデミックの二重の恐怖を乗り
越えていた。

　初代所長は西郷隆盛の嫡子・西郷寅太郎大
佐で、明治天皇の思召しでドイツの士官学校で長
期間生活した経験がありドイツ兵捕虜を厚遇し
た。しかし、スペイン風邪で亡くなった。急遽、所長
の後を継いだのは、山﨑友造であった。第2代所
長の山崎友造(筆者の祖父)も、1902（明治35）

孫々、後世に伝えることに安堵し、幸福
（Well-being）を味わっていた。オーラル・ヒスト
リーは共創の本質を生の声で伝えてくれる。
　ベルサイユ条約が発効され、国際連盟が発足
した1920(大正10)年に、習志野俘虜収容所は
閉鎖された。

　外務省外交資料館の史料によると「習志野俘虜
収容所ニ収容中ナル南洋人俘虜ニ関スル件照会」
（19（大正８）年10月25日）という文書が残っている。
　「南洋ポナペ島土人ニシテ、嘗テ独逸官憲ヨリ
青島ニ派遣セラレ造船業務ニ従事ノ中、日独戦争
ニ会イシ砲艦『ヤグワール』ニ乗組、次デ我軍ノ俘
虜トナリ、目下習志野収容所ニ収容中ナル左記三
名ノ者ハ、此ノ際至急解放シ」とある。

　祖父が、ポーンペイ島（旧称ポナペ）人捕
虜を先に帰還させる手続きをした記録が残さ
れていた。ドイツ領であった南洋群島出身者
の名前は、「ウイルヘルム（＝ウイリアム）・ヘル
ゲン（バーガー）」「ヨセフ・ゲオルグ」「ヨセフ・
サムエル」。ドイツ風の名前だが、ポナペ島住
民で視力に優れ、船の見張り役として青島に
送られドイツ兵として戦争に巻き込まれた。ど
んな心境で習志野の日 を々送ったのだろう。
のどかな太平洋島嶼から戦乱の渦に巻き込
まれ、大勢のドイツ兵士とともに過ごしたポナ
ペ人は、帰国後、後世に何を語り継いたの

か。筆者は、ポナペ人捕虜の子孫から、直接、当時
の話を聴きたかった。
　2005（平成17）年8月20日、俘虜収容所で暮ら
したウイルヘルム・ヘルゲンの子孫を訪ねるため
に、グアム経由でポーンペイ島に降り立った。
　息子のフレドリック・ヘルゲンバーガーは、孫と
一緒に松葉杖をついてホテルのロビーで待ってい
てくれた。83歳には思えないほど頑強な身体だ
が、難聴で耳に手を当てた。挨拶は何と日本語
だった。
　「よくここまで来てくださいました。」
　滞在中、フレドリック・ヘルゲンバーガー氏と家
族の語りを毎日、筆記した。
　「父から、日本の生活は、実に居心地がよかっ
たと聞いています。最初のころは熱い食事が多く、
ドイツ人もポナペ人も馴染みがなかった。ドイツ料
理は、冷めたものが多いと伝えると、収容所では、
次第に冷めた料理に切り替えてくれた。料理の得
意なドイツ人は、厨房でドイツ料理を作ることがで
きたのです。」「日本での移動は快適な汽車に乗

　かつて戦争に巻き込まれた人々は、それぞれの
日本での体験を子孫に伝承した。日本文化や共創
体験を語り継ぎ、「気づき愛」の連鎖が起きた。100
年前の写真は、協働とケアの織り成す「安心の居場
所」が相互に信頼感を培ったことを物語っている。
　いまや新型コロナの世界の感染者数は、1.06
億人を超え、死者の総計は232万人を超えた
（2021（令和3）年2月10日時点）。最も被害の大き
いアメリカではすでに46.3万人が死亡している。
第二次世界大戦の死者数よりも多くが犠牲に
なった。白人に比べ、ヒスパニック系の人は感染率
が3倍以上、黒人は2倍以上高かったという。どの
ような社会的要因が覆い被さっているのだろう。
　日本に在留する196ヵ国289万人の外国人は、
コロナ禍で不安と苦しい日々を送っている。特に
日本で就労している約166万人の外国人にとって
コロナの感染を恐れながらの就労に違いない。そ
して様々な出会いと協働体験は、歳月を隔て、子
孫や周囲に語り継がれるに違いない。
　世界の誰もが、外国人の権利や義務、国家と
は何かを再考する契機であろう。
　当時の日本軍は、「ハーグ陸戦規則」1899(明治
32)年などの国際条約を遵守し近代国家としての
国際的地位の向上を目指し、戦時国際法を遵守
し、人道的に敵国の俘虜を扱い手紙のやり取りや
地域社会との交流も盛んに行われた。日独交流は
いまも続いている。単なる美談として受け止めるの
ではなく、いかにして社会の分断を防ぐかというヒ
ントや知恵を学びたい。分断の溝が深まれば、暴
力を招き、民主主義を危うくするという側面もある。

り、東京駅では、旗を振る子どもたちの歓迎を受
けた。収容所の生活はとても居心地がよかった。」
　「日本語を学び、歌を歌い、音楽や体操やゲー
ムにも加わることもできた。」
　「正直言うと、帰国を勧められた時、帰国したい
気持ちともっと日本に滞在したいという気持ちの
両方があって複雑だったようです。」
別れの日、ロビーにいたポナペ人が、みんなで「君
が代」を歌ってくれた。
　オセアニア世界は、数万年前から千年前ほどに
かけて人々が移り住んだ。星と風を読み、万里の
波濤をこえるカヌーの航海史は、太平洋が島嶼の
人 を々分かつものではなく、一つに勇気づける偉
大な海であったことを伝えてくれる。
　水半球には多様な民族が住み、2,000語に近い
言語が存在しているという。水爆実験に抗議してき
た。同化主義が常識であった植民地支配の歴史
に対して、島々は断固、抗議し、「自由」への渇望を
歌・踊りや伝統文化に表現してきた。ミクロネシア
連邦は、独立時に憲法の前文に、自由と自立にむ
けた決意を全世界に向けて表明したのである。
　筆者は、島に生きる島嶼民の転地の足跡を辿
る感動の日々 を過ごした。

　多文化共創の道を拓く秘訣は、自由闊達に語る
内発的空間を創り、憲法や国際法・国内法を学び
人権の概念の理解を共有することにあるだろう。
　多文化とは「差異の承認」であり、多文化共創
は、同化政策ではない。日本人の多様性にも光を
当て、障がい者、一人親家庭、LGBTQ、高齢者、
留学生、技能実習生、特定技能外国人、難民、無
国籍者など多様な人びとと共創・協働し、それぞ
れが自立する市民として相互ケアと社会貢献がで
きる社会である。
　自治体、中小零細企業、市民、医療・教育機関
の共創・協働の取組みは、人間の安全保障を基
礎として、「気づき愛」の連鎖となり未来への投資
になるに違いない。本連載は、パンデミックの最
中、技能実習生、留学生など若い世代と難民の
人々が、自由に語る安心の居場所を創り、学びの
場を主体的に共創している事実を伝えてきた。
　多様なルーツを持つ人々が民主主義を実感し、
憲法や国際法・国内法の概念と個人の自由と生
の保障の大切さを学ぶことができる。パンデミック
体験はグローバル資本主義の矛盾を露呈し、経
済不況・不景気の不安を生み、課題は山積してい
るが、地道な多文化共創経営が日本の産業を支
え、活路を見いだしていることにも着目できた。
　日本の政治的リーダーが、共創社会へのビジョ
ンを国内外に自信をもって発信することは、課題
に取り組む原動力になる。100年前の歴史から、
課題に取り組む内発性と多文化共創への勇気を
学ぶことができた。コロナ禍で医療施設、中小零
細企業、福祉施設、学校や地域コミュニティが、い

かにして危機を乗り越えたかを記録し、写真を撮
ることが貴重な史料となる。
　たとえ母国の民主主義・民主化が危機的状況
に襲われても、人権にねざす「安全の居場所」と多
文化共創の信頼関係の重要性を体験と実感を
もって伝えることができる。留学生・技能実習生・
特定技能・難民が社会貢献に活躍する内発性に
光を当てた。
　本連載中、調査にご協力いただいた方々に心
から感謝したい。2030年を目指す「持続可能な開
発目標」SDGｓ（Sustainable Development 
Goals）の目的達成にも、人類の移動に伴う共創
の歴史を紐解くことによって、人間の叡智を学びと
ることができる。地球温暖化問題など共通課題に
取り組む主体的な実践こそが分断を防ぐことにも
なるだろう。

5. 「ドイツ兵に思いっきり、遊んでもらいなさい。」

6. 水半球・オセアニア世界への旅と伝承

＊2：習志野を後にした独兵には、山梨県のぶどう園の指導に招
かれ、日本産ワインを育て伝えた者もいる。

Co-Creation & Co-Working

写真４：葬儀 1919（大正８）年2月2日
出典：習志野市教育委員会

写真５：スペイン風邪による死者は25名
出典：習志野市教育委員会

写真６：別れの握手をかわすワルデック総督と所長山﨑友造少将＊3

出典：1920年（大正9年）1月26日読売新聞

＊3：山崎友造は、1919（大８）年１月15日から20（大９）年４月１日
まで習志野俘虜収容所長。19（大８）年少将に昇格、残務整
理を終え翌20（大９）年７月に軍歴に終止符を打った。52
歳、26（大15）年９月の葬儀、小田原の自邸には弔問の勅使
が遣わされた。

人権に根ざす共創・協働の「安心の居場所」12
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クの他に、広大な構内にラウベ（あずまや）と呼ぶ
小屋を作り、演奏会や演劇を行う野外ステージを
作り、菜園を作り、ビールまで醸造して日々を送っ
ていた。捕虜はそれぞれの特技を披露し研鑽を
積むことができた。捕虜オーケストラは定期的に
演奏会を開き、ベートーヴェン、モーツァルト、
シューベルトやヨハン・シュトラウスの「美しく青きド
ナウ」を演奏していた。
　サッカー、テニス、ホッケーなどを楽しみ、体育祭

　これは1918（大正７）年ごろ、千葉県の習志野
俘虜(ふりょ)収容所内でのオーケストラ演奏中の
写真である。
　第一次世界大戦は、1914（大正3）年に勃発し
た。日英同盟をよりどころに日本は連合国側に
立って参戦し、ドイツの根拠地・青島(チンタオ)を
攻撃した。マイヤー＝ワルデック総督以下5,000
名近いドイツ将兵が、日本の捕虜＊1となり、日本各
地の俘虜収容所に収容された。習志野俘虜収容
の約1,000名の将兵は、日本側が用意したバラッ

本文学に深い造詣のある兵士は、日本の民話や
俳句の翻訳に没頭し、俘虜収容所内で日本語教
室が開かれている。多国籍・多文化・多言語な捕
虜集団である。彼らは、収容所内に、日本語・英語・
仏語・数学・電気工学・機械工学・物理学・歴史・
政治など多様な学びのプラットホームを共創した。
　写真は、学びの尊さと愉しさを伝え、一人ひとり
の内発性を伝えてくれる。人は、いかなる境遇に
あっても学びの共創から尊厳を失わず、叡智を生
み出す力をもっている。日本文化の勉強会も捕虜
が講師となって開催され、次々に相乗効果があっ
た。体操・料理・工芸品・日本語教室といった共
創・協働の実践は、国籍や立場・身分、言葉の壁
を超え共創価値を創出したに違いない。

　捕虜たちは、鉄条網の中に閉ざされることなく
地域で協働することができた。周辺の主婦たちが
洗濯物の請負に収容所に通い、肉の仕入れに出
たドイツ兵は、親切な肉屋にハムやマヨネーズの

製法を自発的に教えた。収容所
の出入りが自由であり、ドイツ兵
のソーセージ職人は、ソーセージ
作りの秘伝を公開し、本格的な
製法がこの時に伝わり、農商務
省の講習会を通じて全国に広
まった。
　協働と共創が自立心と異文化
間の潤滑油となっている。コンデ
ンスミルクの技術指導者、洋菓
子作りの指導者なども知られて

を開き、ドイツ体操とも呼ばれる「トゥルネン」で体
力づくりに没頭している。地域住民は捕虜から異
文化を学び、日常的交流から信頼を深め、相互に
多文化意識が萌芽していた。オーケストラの写真
は、一世紀を隔ててコロナ禍にある私たちに協奏
と共創の尊さと平和への強い願望を伝えている。

　捕虜には、日本に親善訪問に来る途中でたま
たま開戦に巻き込まれ、青島でドイツ軍に合流せ
ざるを得なかったオーストリア・ハンガリーの巡洋
艦の乗組員も含まれていた。現在のオーストリア、
ポーランド、チェコ、スロヴァキア、ハンガリー、ユー
ゴ、北イタリアなどの実に多様な出身者が、「独軍
俘虜」として日本各地を移動し、収容所に送られ
た。ドイツの占領下にあった南洋群島ミクロネシ
ア地域のポーンペイ島（旧ポナペ島）に暮らしてい
た3名のポナペ人も、ドイツ兵士として習志野俘虜
収容所で暮らしていたのだった。
　俘虜劇団は劇作家イプセンに挑戦し「捕虜カ
レッジ」を開催した。映画の野外上映もあった。日

いる。ドイツ兵が残した山梨県のぶどう園は、そ
の後、サントリー山梨ワイナリーとなった。日本に
残ったドイツ兵のソーセージ職人はソーセージ
工場を作り、ヨーゼフ・ヴァン＝ホーテンはソー
セージの技術指導を行った。ワイン工場、ソー
セージとハム工場といった新しい産業を興した
のだ。
　当時のハーグ陸戦法規および捕虜の待遇に関
する国際法を遵守し、各地の捕虜収容所で、協働
の時空を共創した蓄積は、新しい商品に「多文化
共創」という付加価値を付けた。1世紀を隔てて、
写真集『ドイツ兵たちの習志野』(習志野市教育
委員会)は、住民と捕虜の「安心の居場所」であっ
たことを伝えてくれる。オーケストラ団体の創設に
「パン」「体操」「ドイツ語」「ソーセージ」「ワイン」
「演奏会」「演劇」「ボトルシップ」に見る内発性と
情熱は、戦争の放棄と平和の尊さを後世に伝え
てくれる。

　冒頭の写真が撮影された頃、世界は「スペイン
風邪」と呼ばれたインフルエンザの猛威に覆われ
ていた。1918（大正7）年、見えない敵「スペイン風
邪」によって、初代・西郷寅太郎所長と25名のドイ
ツ兵が死亡した。
　図１は、「スペイン風邪」による月別の死亡者数
で、17 (大正６）年～21（大正10）年まで載ってお
り、死亡者数のピークの片方は、18 （大正７）年
11月である。
　19（大正8）年、スペイン風邪の死者のために葬
儀と埋葬が行われた。2枚の写真は、犠牲者を囲
む捕虜たちの深い悲しみを伝えている。
　解明のできない「スペイン風邪」への恐怖と不
安、そして25名の無念を人々は共有した。第一次
世界大戦はドイツの敗北をもって終結し、19（大
正８）年は帰国の年となった。ベルサイユ講和条

年より6年間ベルリン工科大学に留学しドイツ文
化に敬意をもっていた。
　これら収容所の写真集を見た父(1911(明治
44）年生、友造の三男)は、94歳の時、ドイツ兵と
遊んだ経験を語りだした。
　「7歳の時、僕は、習志野のドイツ兵の収容所の
近くに住んだ。京都から転校してまもなくドイツ兵
と遊んでいるとおやじが見ていた。後で部屋に来
なさいと言ったので、てっきり叱られると思った。と
ころが、こんな貴重な経験はまたとない。ドイツ兵
に思いっきり遊んでもらいなさい！ドイツ語やドイ
ツ体操を学ぶ絶好の機会だ。仲良くしなさいと
言って励ましてくれた。もう最高に嬉しくて忘れら
れない。おやじは、優しい人で捕虜を大事にした。
平和主義者だった。」
　人は老年期を迎え、幼少期の写真を見て、風
化された記憶を呼び起こすことがある。瞼に焼き
付いた感動の経験と情景を語りだす。自らの人生
を回想し、遊びの体験から得た自尊感情や自己
肯定感は、共創の喜びであり、それらを、子々

約が発効され、兵士たちは収容所から帰還船の
待つ神戸や横浜に向かった。ワルデック総督が、
部下の解放を見届け、習志野を後にしたのは、20
（大正9）年1月であった＊2。
　19（大正８）年～20（大正９）年は、太平洋諸島
の日本委任統治が決まった年、一方、ドイツでは、
ワイマール憲法が制定された。スペイン風邪が猛
威を振るったピーク時と重なる。まさに死の崖っぷ
ちに立ち、戦争とパンデミックの二重の恐怖を乗り
越えていた。

　初代所長は西郷隆盛の嫡子・西郷寅太郎大
佐で、明治天皇の思召しでドイツの士官学校で長
期間生活した経験がありドイツ兵捕虜を厚遇し
た。しかし、スペイン風邪で亡くなった。急遽、所長
の後を継いだのは、山﨑友造であった。第2代所
長の山崎友造(筆者の祖父)も、1902（明治35）

孫々、後世に伝えることに安堵し、幸福
（Well-being）を味わっていた。オーラル・ヒスト
リーは共創の本質を生の声で伝えてくれる。
　ベルサイユ条約が発効され、国際連盟が発足
した1920(大正10)年に、習志野俘虜収容所は
閉鎖された。

　外務省外交資料館の史料によると「習志野俘虜
収容所ニ収容中ナル南洋人俘虜ニ関スル件照会」
（19（大正８）年10月25日）という文書が残っている。
　「南洋ポナペ島土人ニシテ、嘗テ独逸官憲ヨリ
青島ニ派遣セラレ造船業務ニ従事ノ中、日独戦争
ニ会イシ砲艦『ヤグワール』ニ乗組、次デ我軍ノ俘
虜トナリ、目下習志野収容所ニ収容中ナル左記三
名ノ者ハ、此ノ際至急解放シ」とある。

　祖父が、ポーンペイ島（旧称ポナペ）人捕
虜を先に帰還させる手続きをした記録が残さ
れていた。ドイツ領であった南洋群島出身者
の名前は、「ウイルヘルム（＝ウイリアム）・ヘル
ゲン（バーガー）」「ヨセフ・ゲオルグ」「ヨセフ・
サムエル」。ドイツ風の名前だが、ポナペ島住
民で視力に優れ、船の見張り役として青島に
送られドイツ兵として戦争に巻き込まれた。ど
んな心境で習志野の日 を々送ったのだろう。
のどかな太平洋島嶼から戦乱の渦に巻き込
まれ、大勢のドイツ兵士とともに過ごしたポナ
ペ人は、帰国後、後世に何を語り継いたの

か。筆者は、ポナペ人捕虜の子孫から、直接、当時
の話を聴きたかった。
　2005（平成17）年8月20日、俘虜収容所で暮ら
したウイルヘルム・ヘルゲンの子孫を訪ねるため
に、グアム経由でポーンペイ島に降り立った。
　息子のフレドリック・ヘルゲンバーガーは、孫と
一緒に松葉杖をついてホテルのロビーで待ってい
てくれた。83歳には思えないほど頑強な身体だ
が、難聴で耳に手を当てた。挨拶は何と日本語
だった。
　「よくここまで来てくださいました。」
　滞在中、フレドリック・ヘルゲンバーガー氏と家
族の語りを毎日、筆記した。
　「父から、日本の生活は、実に居心地がよかっ
たと聞いています。最初のころは熱い食事が多く、
ドイツ人もポナペ人も馴染みがなかった。ドイツ料
理は、冷めたものが多いと伝えると、収容所では、
次第に冷めた料理に切り替えてくれた。料理の得
意なドイツ人は、厨房でドイツ料理を作ることがで
きたのです。」「日本での移動は快適な汽車に乗

　かつて戦争に巻き込まれた人々は、それぞれの
日本での体験を子孫に伝承した。日本文化や共創
体験を語り継ぎ、「気づき愛」の連鎖が起きた。100
年前の写真は、協働とケアの織り成す「安心の居場
所」が相互に信頼感を培ったことを物語っている。
　いまや新型コロナの世界の感染者数は、1.06
億人を超え、死者の総計は232万人を超えた
（2021（令和3）年2月10日時点）。最も被害の大き
いアメリカではすでに46.3万人が死亡している。
第二次世界大戦の死者数よりも多くが犠牲に
なった。白人に比べ、ヒスパニック系の人は感染率
が3倍以上、黒人は2倍以上高かったという。どの
ような社会的要因が覆い被さっているのだろう。
　日本に在留する196ヵ国289万人の外国人は、
コロナ禍で不安と苦しい日々を送っている。特に
日本で就労している約166万人の外国人にとって
コロナの感染を恐れながらの就労に違いない。そ
して様々な出会いと協働体験は、歳月を隔て、子
孫や周囲に語り継がれるに違いない。
　世界の誰もが、外国人の権利や義務、国家と
は何かを再考する契機であろう。
　当時の日本軍は、「ハーグ陸戦規則」1899(明治
32)年などの国際条約を遵守し近代国家としての
国際的地位の向上を目指し、戦時国際法を遵守
し、人道的に敵国の俘虜を扱い手紙のやり取りや
地域社会との交流も盛んに行われた。日独交流は
いまも続いている。単なる美談として受け止めるの
ではなく、いかにして社会の分断を防ぐかというヒ
ントや知恵を学びたい。分断の溝が深まれば、暴
力を招き、民主主義を危うくするという側面もある。

り、東京駅では、旗を振る子どもたちの歓迎を受
けた。収容所の生活はとても居心地がよかった。」
　「日本語を学び、歌を歌い、音楽や体操やゲー
ムにも加わることもできた。」
　「正直言うと、帰国を勧められた時、帰国したい
気持ちともっと日本に滞在したいという気持ちの
両方があって複雑だったようです。」
別れの日、ロビーにいたポナペ人が、みんなで「君
が代」を歌ってくれた。
　オセアニア世界は、数万年前から千年前ほどに
かけて人々が移り住んだ。星と風を読み、万里の
波濤をこえるカヌーの航海史は、太平洋が島嶼の
人 を々分かつものではなく、一つに勇気づける偉
大な海であったことを伝えてくれる。
　水半球には多様な民族が住み、2,000語に近い
言語が存在しているという。水爆実験に抗議してき
た。同化主義が常識であった植民地支配の歴史
に対して、島々は断固、抗議し、「自由」への渇望を
歌・踊りや伝統文化に表現してきた。ミクロネシア
連邦は、独立時に憲法の前文に、自由と自立にむ
けた決意を全世界に向けて表明したのである。
　筆者は、島に生きる島嶼民の転地の足跡を辿
る感動の日々 を過ごした。

　多文化共創の道を拓く秘訣は、自由闊達に語る
内発的空間を創り、憲法や国際法・国内法を学び
人権の概念の理解を共有することにあるだろう。
　多文化とは「差異の承認」であり、多文化共創
は、同化政策ではない。日本人の多様性にも光を
当て、障がい者、一人親家庭、LGBTQ、高齢者、
留学生、技能実習生、特定技能外国人、難民、無
国籍者など多様な人びとと共創・協働し、それぞ
れが自立する市民として相互ケアと社会貢献がで
きる社会である。
　自治体、中小零細企業、市民、医療・教育機関
の共創・協働の取組みは、人間の安全保障を基
礎として、「気づき愛」の連鎖となり未来への投資
になるに違いない。本連載は、パンデミックの最
中、技能実習生、留学生など若い世代と難民の
人々が、自由に語る安心の居場所を創り、学びの
場を主体的に共創している事実を伝えてきた。
　多様なルーツを持つ人々が民主主義を実感し、
憲法や国際法・国内法の概念と個人の自由と生
の保障の大切さを学ぶことができる。パンデミック
体験はグローバル資本主義の矛盾を露呈し、経
済不況・不景気の不安を生み、課題は山積してい
るが、地道な多文化共創経営が日本の産業を支
え、活路を見いだしていることにも着目できた。
　日本の政治的リーダーが、共創社会へのビジョ
ンを国内外に自信をもって発信することは、課題
に取り組む原動力になる。100年前の歴史から、
課題に取り組む内発性と多文化共創への勇気を
学ぶことができた。コロナ禍で医療施設、中小零
細企業、福祉施設、学校や地域コミュニティが、い

かにして危機を乗り越えたかを記録し、写真を撮
ることが貴重な史料となる。
　たとえ母国の民主主義・民主化が危機的状況
に襲われても、人権にねざす「安全の居場所」と多
文化共創の信頼関係の重要性を体験と実感を
もって伝えることができる。留学生・技能実習生・
特定技能・難民が社会貢献に活躍する内発性に
光を当てた。
　本連載中、調査にご協力いただいた方々に心
から感謝したい。2030年を目指す「持続可能な開
発目標」SDGｓ（Sustainable Development 
Goals）の目的達成にも、人類の移動に伴う共創
の歴史を紐解くことによって、人間の叡智を学びと
ることができる。地球温暖化問題など共通課題に
取り組む主体的な実践こそが分断を防ぐことにも
なるだろう。

7. いかにして社会の分断を防ぐことができるのか 8. 活路を拓く
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写真７：涙を流して別れを惜しむフレドリック・ヘルゲンバーガー氏と
握手する筆者。
（2005年8月20日16:46　於：ホテルビレッジ。撮影:川嶋正和氏）
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